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大量採用の理由は
町 長 重点施策執行のため

【
岡
田
】
改
正
さ
れ
た
第
3

次
大
山
町
定
員
適
正
化
計

画
で
は
、
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
配
慮
し
つ

つ
、
組
織
・
機
構
や
事
務

事
業
の
見
直
し
、
民
間
活

力
の
活
用
な
ど
に
よ
り
職

員
数
の
削
減
を
は
か
る
。

　

ま
た
、
組
織
と
し
て
の

持
続
性
を
維
持
す
る
た
め

に
、
退
職
者
数
な
ど
を
勘

案
し
た
上
で
、
年
齢
構
成

の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た

必
要
最
小
限
の
新
規
採
用

を
行
う
と
も
あ
る
。

　

今
年
17
名
も
の
採
用
を

必
要
と
し
た
根
拠
は
。

【
町
長
】
地
方
分
権
の
推

職員数は増えたけど…

人
権
施
策
は
ど
う
な
る

福
祉
と
連
携
さ
せ
る

【
岡
田
】
役
場
組
織
変
更

案
が
提
示
さ
れ
た
。本
来
、

機
構
改
革
は
公
的
施
策
や

新
た
な
行
政
課
題
に
迅じ

ん
そ
く速

か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た

め
の
改
正
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

　

人
権
社
会
教
育
課
が
、

社
会
教
育
課
と
な
り
、
人

権
推
進
室
を
福
祉
介
護
課

の
中
に
配
置
と
な
る
。

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法

制
定
の
意
義
に
反
し
、
人

権
施
策
を
お
ろ
そ
か
に
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
の

で
は
。　

【
町
長
】
確
か
に
解
り
づ

ら
い
見
方
も
あ
る
が
、
業

務
分
析
で
近
年
は
Ｄ
Ｖ
・

貧
困
な
ど
に
関
す
る
相
談

が
多
く
行
わ
れ
、
人
権
と

福
祉
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

町 長

進
に
よ
る
事
務
事
業
の
増

加
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
な
ど
に
よ
っ
て
、
職
員

数
は
類
似
団
体
で
は
増
加

に
転
じ
て
い
る
が
本
町
は

大
量
退
職
に
よ
り
減
少
し

て
い
る
。

　

補
充
と
重
点
施
策
執
行

の
た
め
必
要
な
採
用
。

【
岡
田
】
小
さ
な
行
政
組

織
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域

社
会
の
実
現
や
、
福
祉
の

提
供
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
効
率
化
は
必
要

だ
が
、
財
政
規
模
や
面
積

な
ど
も
あ
り
職
員
数
の
大

幅
削
減
は
難
し
い
。

【
岡
田
】
人
権
政
策
の
後

退
に
繋つ

な

が
っ
て
は
な
ら
な

い
。

【
町
長
】
よ
り
人
権
施
策

が
推
進
で
き
る
よ
う
に
し

て
行
き
た
い
。

【
岡
田
】
町
長
は
管
理
職

や
職
員
と
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
は
取
れ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
管
理
職
会
や
職

員
と
の
意
見
交
換
な
ど
を

通
じ
て
取
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

効率化はいかに
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